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ＧＩＳを用いた三田市における竹害調査 

 

田中亮馬・新田大夢（兵庫県立宝塚北高等学校ＧＳ科） 

 

はじめに 

 放置された竹林などがタケの特徴である急激な成長速度によって周囲の植生や生態などに大きな影

響を与えている。実際に今回の研究活動中に三田市内で困っておられる方の話を聞くことができた。

よって、現在の三田市の竹林はどのようになっているのか、またどのくらいの勢力なのかを調べよう

とした。 

 

方法 

1.竹林の位置、数を知るために 2018年 9月中旬に対象地域へ赴き、フィールド調査を行った。踏査ル

ート、竹林を確認した地点および竹林の写真を記録した（図 1）。 

2.フィールド調査をもとに地理情報システム（以後 GIS）を用いて、調査した竹林の位置を記載した地

形図と国土地理院の航空写真を GIS上で位置座標をあわせた。 

   

  図 1 調査した竹林（JR三田駅～新三田駅）   図 2 GISを用いて竹林面積を求める   

 

3.位置座標情報のついた航空写真を用い、2009年～2013年の竹林の面積を求めた（図 2）。 

 現地調査で作成したルートマップをもとに、航空写真上での見た目と緑の色調で竹林を特定した。 

4.面積推移の因子を探るため竹林の地面の傾斜角度と標高を比較条件とした。 

  土地の傾斜角度…傾斜角度を 50°まで段階的に色付けし、GISで段彩図（図 3）を作成した。 

  標高…竹林の標高は地理院地図から読み取った。 

 

図 3 JR三田駅～新三田駅付近の土地の傾斜角度を示した段彩図 
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結果と考察 

 

表 1 今回（2018年 9月）の調査で記録した調査地域の竹林の面積推移、標高、傾斜角度 

 

2009年～2013年の調査地域（JR三田駅～新三田駅）の竹林面積の増加を 4年間で 1.5倍（航空写真を

もとにした GISによる計算値）を超えたかどうかを基準にして分類した。 

ポイント番号 1,3,5～7,11～13,15,16,18,21,23～25の地点は 4年間で 1.0倍～1.5倍未満…① 

       2,4,8,9,10,19,20の地点は 4年間で 1.5倍以上…②         

ポイント番号 17番は面積が減少していた。これは航空写真の画質が悪く、色調での竹林判別が難しか

ったからかもしれない。 

 タケの根の伸長速度は速いが 4年間で竹林面積が 1.5倍以上も拡大することがあるのだろうか。そ

うだとすればその要因は何であろうか。そこで生息域の土地の傾斜に注目した。面積の拡大が 1.5倍

未満であった①の竹林では土地の傾斜角度が 50°付近が多く、1.5倍以上に拡大した②の竹林では土

地の傾斜角度が50度よりも小さいものが多かった。このことから竹の根は水平方向への伸長性が強く、

鉛直方向への伸長性が弱いのではないかと推測した。竹の特徴のひとつに地表付近に根を張りやすい

ことがある。土地の傾斜が竹林面積の拡大の大きな要因となっているのではないかと考えられる。ま

た今回の調査で竹林の周囲の森林の有無にかかわらず、竹林の面積はある程度定まった増加率を示し

ていることも分かった。このことより三田市の調査地域ではタケが拡大し続ける危険性があると判断

した。 

 GISを用いて竹林の面積の拡大率が 1.5倍以上になると求めたが、本当に 1.5倍に拡大しうるか検証

してみた。例えばポイント番号 13においては 2009年での面積が 1000.31ｍ2であり、竹林の形が正方

形に近いためその正方形の一辺を求めてみた。竹の根の平均年間伸長速度 1.92ｍ（参考文献 2）から

ポイント番号 13の面積増加を求めた。4年間、順調に伸長したと仮定して計算すると拡大する面積は

970ｍ2となった。合計すると約 2000ｍ2となり 2倍近く増えることになるので 1.5倍以上にあることは

可能である。したがって GISを用いた竹林の面積拡大の見積もりは十分に実用的である。 
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